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都道府県名 広島県 
 
Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 三原市立小泉小学校 
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数 
学級数 １ １ 1 1 1 1 ０ ６ 
児童数 ２０ １５ ２２ １３ ２４ １８ ０ １１２ 

 
１２ 

 
Ⅱ 研究の概要 
 １．研究主題 

「自ら学ぶ力を育てる授業の創造」 
 －習熟の程度に応じた算数科指導のあり方－ 

  
２．研究内容と方法 

  � 実施学年・教科 
 
実施学年・・・全学年    教科・・・算数 

 
 問題意識をもたせ，思考力，創造力を育成する授業のあり方を研究してきた実践をもとに，習

熟度別学習を導入して教科指導の充実をはかり，確かな学力向上をはかる。 
また，ＣＲＴテストの結果より，「数学的考え方」「知識・理解」に課題があり，個人差も大

きいことから，算数科を中心に実践研究を進めていく。 
 

 

� 年次ごとの計画 
 
 
 
 

平

成

14
年

度 

○ 研究テーマ 
「自ら学ぶ力を育てる授業の創造」 
－習熟の程度に応じた算数科指導のあり方－ 

○ 研究の仮説 
習熟の程度に応じた適切な指導をすることで，児童の学習意欲は喚起され，学ぶ力は育

つであろう。 
○ 研究の内容・方法 
□個に応じた指導 

 ・基礎学力の定着（到達度別プリントの作成） 
  □指導方法の工夫・改善 
    ・授業形態の多様化 

（習熟度別学習，個別学習，グループ別学習，課題別学習） 
  □支援と評価のあり方 

  ・子どもの自己評価や相互評価で個に応じた支援 
 
 
 



 
 
 
 
平

成

15
年

度 

○ 研究テーマ 
   「自ら学ぶ力を育てる授業の創造」 

－習熟の程度に応じた算数科指導のあり方－ 

○ 研究の仮説 

  習熟の程度に応じた指導の工夫をすることで，児童の学習意欲は喚起され，自ら学ぶ力

は育つであろう 

○ 研究の内容・方法 
□数学的な考え方を育成する 

   ・算数的な活動を多く取り入れ，自力解決の時間を保証していく。 

□個人差が大きいことから，一人一人の児童に応じた学力を保証する。 

・習熟の程度に応じたきめ細やかな指導をしていく。 

□児童が意欲的に学習するための評価のあり方 

・振り返りカードを書かせ，適切な支援・指導・助言をしていく。 
 

 
 
 
 
平

成

16
年

度 

○ 研究テーマ 
   「自ら学ぶ力を育てる授業の創造」 

－習熟の程度に応じた算数科指導のあり方－ 

○ 研究の仮説 

  習熟の程度に応じた指導の工夫をすることで，児童の学習意欲は喚起され，自ら学ぶ力

は育つであろう 

○ 研究の内容・方法 
□数学的な考え方を育成する 

   ・算数的な活動を多く取り入れ，自力解決の時間を保証し，充実させていく。 

□個人差が大きいことから，一人一人の児童に応じた学力を保証する。 

・習熟の程度に応じたきめ細やかな指導をしていく。 
・発展的な学習の教材開発をする。 

□児童が意欲的に学習するための評価のあり方 

・授業に生かせる評価をし，適切な支援・指導・助言をしていく。 

 
� 研究推進体制 
  
 広島県学力向上推進協議会・地区協議会（指導・助言） 
 
 

校長   教頭     企画委員会    教育研究部 
          （校内研究推進委員会）   

           フロンティア事業推進 
（校長，教頭，教務主任，研究主任）

 
 
 
 
 
 
 

低 学 年 部
高 学 年 部    

 



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 

１．研究の成果 

  習熟度別学習を取り入れることによって，課題である「数学的な考え方」が育成できた。 

� 習熟度別学習の主な方法 

平成 15 年 1 月に実施した教研式観点別到達度学力検査（ＣＲＴ）の結果から「数学的な考え

方」「知識・理解」が共通的な課題となった。 

そこで，本年度二学期から習熟度別指導の時間数を大幅に増やし，教室も２教室に分かれて学

習を進めてきた。コースの選択は，一斉指導の後，評価テスト等を実施して児童が自己選択する

という方法をとった。１学年の人数は，１３人～２４人と，もともと少ない人数であるが，さら

に基礎コース，発展コースの２コースに分かれて少人数で指導した。 

 

  ○ 習熟度別学習の主な方法 

 

 
  

基礎コース 
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(3) ３年生の実践から 

① 「数学的な考え方」「全観点」について，１学期より２学期の方が伸びた。 

３年生では，習熟度別学習の時間を４5％→84％に増やし１学期の「わり算」と２学期「か

け算」（習熟度別学習の時間が多い）の単元別得点率「数学的な考え方」（グラフ 1）と「全観

点」(グラフ２)の変容を比べた。 

     「数学的な考え方」「全観点」とも単元別得点率の度数分布が得点の高い方へ傾いた。 

    これは，習熟度別指導を多く行った結果だと考えられる。 

 

くなった。 
 
 ③ 考える力が伸びた。 

進むにつ
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３年わり算・かけ算（数学的な考え方）
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３年わり算・かけ算の筆算（全観点）
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　　（２３人） して授業が進むにつれ既習の学習から考えている児

童が増えていることがわかる。（グラフ４） 

 算数日記からもわかるように，自分の力でなんとか

解決していこうとがんばっている姿が伺える。習熟度

別学習により，自分のペースで学習を進めていけるこ

とが大きな要因となっているようである。 

わたしは手をあげて発表しました。やり方を説明す

るのはむずかしいです。つまってもがんばって言い

ました。続けて発表していると，何だか自信がつい

てきました。ヒントなしでがんばれるようになりた

いなと思いました。（算数日記から） 



④ 学習意欲が向上した。 

「学ぶ楽しさ」(グラフ５)についても授業が進むにつれて．楽しいと感じている割合が増えて

楽しく学習できている実態もあ 

る

積み重ねができるように指導してい 

く

 
 

（４）前年度との比較から 
① 教研式観点別到達度学力検査（ＣＲＴ）前年度との比較

いて伸びがみられた。 

ものが（表１）である
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今日の勉強は自信まんまんです。なんか，算

数がすきになりました。二人の先生で勉強す

るようになって，楽しくなりました。おもし

ろいからもりあがります。今日も楽しかった

です。（算数日記から） 

 
 
 
 
 

昨年度より全観点にお

平成１５年１月と平成１６年１月の（ＣＲＴ）と比較した

平成 15 年 1 月と平成１６年

年によっ   関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理  

H15.01 H16.01 H15.01 H16.01 H15.01 H16.01 H15

とんどの学  年

年において， ２年生

前年度より得 
点の伸びがみ 
られる。 
このことは，  

果だと えられ 。

１ 未実施 3.9 施 6.0 

-0.2 -10.4 -8.1 -6.8 -1.0 -0.5 -4

３年生 1.5 4.3 -0.1 9.7 5.6 11.3 5.

４年生 3.8 5.8 0.2 11.7 -3.5 3.1 -3

５年生 0.2 -7.7 -4.4 8.2 0.3 5.9 -8

６年生 -1.2 -11.5 -1.2 7.7 -3.1 6.6 -0

生 未実施 9.8 未実 未実

 

習熟度別の

を取り入れた結

「数学的な考え方」においても成果が得

な考え方」と「知識・理解」のＣＲＴの 
果を比較したものを表わす。 
「数学的な考え方」（グラフ６）では，                  
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  「知識・理解」においても成果が得られた。 

「知識・理解」（グラフ７）の比較グラフを  
 

 

どの学年も，昨年より学習意欲が喚起さ   
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どの学年も昨年より「大変楽しい」「楽  
しい」と答える児童が増えており，算数

また，授業後の振り返りカードから児童の

って考えた」割合が高くなっている。（グラフ９） 

 
 ２．今後の課題 
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○ 習熟度別学習における，各コースの指導法，教材の工夫をしていく。 
  ・支援の仕方を研究する。 

ていく。 
いく。 

○

  ・算数的活動のしくみ方を研究する。 
○ 発展的な学習の教材開発をし

 ・ステップ学習のできる教材を開発して

 ・自力解決の手法を身につけさせる。 
 コースの自己選択能力を育てていく。 
・ プレテストを工夫していく。 
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Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組 

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

 
 

 
 ○ 単元別テスト

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 平成１５年度教育研究会開催  （１０月２２日 本校） 
○ ホームページへ研究内容の公開 

） 
修会（ ５月１５日 県庁） 

学校） 
 

 

○ 第１回フロンティアティチャー研修会（ ４月１８日 県庁

○ 第２回フロンティアティチャー研

○ 第３回フロンティアティチャー研修会（ ９月２４日 県庁） 
○ 第４回フロンティアティチャー研修会（１０月２１日 県庁） 
○ 第５回フロンティアティチャー研修会（１２月２５日 県庁） 
○ 第１回フロンティアスクール地区協議会（ ５月 ８日） 
○ 第２回フロンティアスクール地区協議会（ ９月 ８日） 
○ 第３回フロンティアスクール地区協議会（ ２月２６日） 
○ 第２回管内教育研究主任等研修会（ １月２９日 中之町小

○ 第１回広島県学力向上推進協議会（ ２月２０日 広島市）

○ 第２回広島県学力向上推進協議会（１１月２１日 広島市） 
○ 第３回広島県学力向上推進協議会（ ２月２０日 東広島市）
○ アンケート 
振り返りカード・算数日記 

○ 教研式新観点別到達度学力検査（ＣＲＴ） 
１年生（1 月実施） ２～６年生（４月，1 月の年間２回実施） 

○ 
 



◇ 次の項目ごとに，該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 

【新規校・継続校】  □１５年度からの新規校  ☑１４年度からの継続校 

            □１３～１８学級     □１９～２４学級 
  

     ☑Ｔ．Ｔによる指導 
一部教科担任制     □その他 

 
 □理科 

           □生活    □音楽   □図画工作 □家庭 

 ☑有    □無 
 
 

 
 

 
【学校規模】     ☑ ６学級以下       □７～１２学級 

 

           □２５学級以上 
              

【指導体制】     ☑少人数指導  

           □

【研究教科】     □国語    □社会   ☑算数  

           □体育    □その他 
 
【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】   
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